
受験勉強の取り組み内容（国公立大学進学者）

JS インターネット調査「大学生アンケート」・集計結果

□アンケート期間：2021 年８月 2 日～８月 11 日
□回答者数：国公立大学進学者 133 人
□回答方法：「受験勉強」として取り組んでいたことについて、以下の選択肢から、

当てはまるものを選んでもらいました（複数回答）
また、最も効果があった（やってよかった）と思う取り組み内容について、
フリーワードで回答してもらいました。

基礎を固める勉強

入試の過去問題に取り組む

模擬試験の活用

得意科目を更に伸ばす

応用・演習問題

勉強目標やスケジュールを立てる

苦手科目の克服

学校の教科書や参考書の利用

その他

通信教育・家庭用教材の利用

78.2%

64.7%

60.2%

57.1%

55.6%

52.6%

44.4%

41.4%

40.6%

39.8%

19.5%

10.5%

市販の問題集・参考書の利用

2.3%

勉強アプリ・勉強動画の利用

塾・予備校の利用
（オンライン含む）

1 位　基礎を固める勉強
・とにかく先生に言われたことは確実に（国公立大学１年・理系・男子）

・どの教科であっても教科書を音読して、徹底的に頭に内容を入れる（国公立大学４年・文系・女子）

・ひたすら同じ参考書、暗記を繰り返しました（国公立大学２年・文系・男子）

・基本的なことに一番時間をかけ、単なる事柄だけでなく何故そうなのか、という理解に力を入れた（国公立大学１年・理系・男子）

・問題で間違えた部分を振り返って何回も解いて基礎を固めた（国公立大学１年・理系・女子）

2 位　入試の過去問題に取り組む
・あらゆる国公立大の過去問（国公立大学１年・文系・女子）

・過去問 10年分を 2周した（国公立大学３年・文系・女子）

・過去問を何度も繰り返して、時間や出題傾向になれること（国公立大学３年・文系・理系どちらでもない・女子）

・滑り止め私立も国公立も過去問をやりこんだ。国公立は過去問が足りなかったので他の大学の過去問もやった（国公立大学１年・文系・女子）

・自分の得意・不得意を認識し本番を想定して回答することで、改善に繋げることができた（国公立大学４年・理系・男子）



JS インターネット調査「大学生アンケート」・集計結果

3 位　苦手科目の克服
・間違えた問題は必ず解き直すようにした（国公立大学１年・文系・女子）

・チャートを何度も繰り返した（国公立大学１年・理系・女子）

・苦手だった化学を始めから学び直した（国公立大学４年・理系・女子）

・練習問題を何度も演習して、数学の苦手を克服した（国公立大学１年・文系・理系どちらでもない・女子）

4 位　模擬試験の活用
・模擬試験を本番のように受けることが一番の受験勉強だったと今になって思います（国公立大学２年・理系・女子）

・模試のやり直しを 1週間以内に行い、間違えた部分はノートにまとめていつでも見直せるようにしていた（国公立大学１年・理系・男子）

・模試の解きなおしは自分を分析するのにとても役に立ちました（国公立大学１年・理系・女子）

・希望大学を希望している中での自分のいる位置がわかって、合格するためにはどうすればいいか考えられた（国公立大学３年・文系・女子）

5 位　応用・演習問題
・とにかく、演習問題を解いて慣れた（国公立大学４年・理系・女子）

・基礎をさらったら、とにかく後は演習を重ねる（国公立大学３年・文系・女子）

・問題集の基礎問題を全てやった上で、応用問題を不明点をなくすように解いた（国公立大学４年・文系・女子）

6 位　学校の教科書や参考書の利用
・そもそも、学習の基本は教科書の内容の習得だと考えた（国公立大学１年・理系・男子）

・学校の教材を使い、学校の先生に質問攻めをして勉強しました（国公立大学３年・文系・女子）

・例題の反復（国公立大学３年・理系・男子）

7 位　勉強目標やスケジュールを立てる
・できるかできないかはともかく、時間とやることを決めて書いて、できたらチェックをつけていく（国公立大学１年・理系・女子）

・受験当日まで残された時間から逆算し、どのくらいの進度で予習復習をすればいいかを計画した（国公立大学３年・理系・男子）

・部活動もあったのでタイムマネジメントをしっかりした（国公立大学１年・理系・女子）

8 位　得意科目を更に伸ばす
・英語の点数を伸ばせるだけ伸ばそうと思った（国公立大学３年・理系・男子）

・数学を確実に得点源にする（国公立大学１年・理系・男子）

・得意教科は志望校以外にも様々な大学の過去問を解いた（国公立大学１年・文系・男子）

9 位　市販の問題集・参考書の利用
・ネットなどでおすすめされていた参考書で問題演習（国公立大学１年・理系・男子）

・学校指定の参考書や問題集にこだわるのではなく、自分のレベルに合ったものを購入して何度も解いた（国公立大学１年・理系・女子）

・周りの友達から情報を収集して、ひたすら問題集や参考書をした（国公立大学１年・文系・女子）

10 位　塾・予備校（オンライン含む）の利用
・アドバイスや情報を知ることができた。勉強方法を教えてくれた（国公立大学３年・文系・女子）

・塾の雰囲気で、やる気がでていた（国公立大学１年・理系・男子）

受験勉強の取り組み内容（国公立大学進学者）

□アンケート期間：2021 年８月 2 日～８月 11 日
□回答者数：国公立大学進学者 133 人
□回答方法：「受験勉強」として取り組んでいたことについて、以下の選択肢から、

当てはまるものを選んでもらいました（複数回答）
また、最も効果があった（やってよかった）と思う取り組み内容について、
フリーワードで回答してもらいました。



受験勉強の取り組み内容（私立大学進学者）

JS インターネット調査「大学生アンケート」・集計結果

□アンケート期間：2021 年８月 2 日～８月 11 日
□回答者数：私立大学進学者 425 人
□回答方法：「受験勉強」として取り組んでいたことについて、以下の選択肢から、

当てはまるものを選んでもらいました（複数回答）
また、最も効果があった（やってよかった）と思う取り組み内容について、
フリーワードで回答してもらいました。

基礎を固める勉強

入試の過去問題に取り組む

模擬試験の活用

得意科目を更に伸ばす

応用・演習問題

勉強目標やスケジュールを立てる

苦手科目の克服

学校の教科書や参考書の利用

その他

通信教育・家庭用教材の利用

70.1%

54.6%

48.0%

40.7%

39.8%

37.9%

36.9%

32.2%

31.5%

30.1%

19.1%

6.4%

市販の問題集・参考書の利用

3.8%

勉強アプリ・勉強動画の利用

塾・予備校の利用
（オンライン含む）

1 位　基礎を固める勉強
・１、２年生の時に使っていた教材を一から見直し、基礎をつくりあげていった（私立大学４年・文系・女子）

・応用問題の土台となる基本的な問題を繰り返し解いた（私立大学１年・理系・男子）

・学校の授業で習ったことの徹底学習（私立大学１年・文系・女子）

・数学は、出来るだけ速く正確に解ける様に、反復練習しました（私立大学２年・理系・女子）

・単語や文法を完璧に（私立大学１年・文系・女子）

2 位　入試の過去問題に取り組む
・オープンキャンパスの入試説明でよく出題される範囲の説明があり、それと照らし合わせながら入試の過去問に取り組んだ

（私立大学３年・理系・女子）

・オープンキャンパスの際にもらった志望校の過去問をひたすら解いた（私立大学３年・理系・女子）

・どのような問題が過去に出題されたかをみて傾向・対策をした（私立大学３年・理系・女子）

・過去 5年分の試験問題を解いて、分からないところは先生に質問しに行った（私立大学１年・理系・女子）

・時間配分が苦手だったので過去問をたくさん解いた（私立大学４年・文系・女子）



JS インターネット調査「大学生アンケート」・集計結果

3 位　苦手科目の克服
・1、2年の苦手な分野に力を入れて取り組んだ（私立大学１年・理系・女子）

・英語文法を基礎から固めたこと（私立大学４年・文系・女子）

・英単語を 1日 400 個復習していた（私立大学３年・文系・男子）

・苦手な古文を克服することで、共通テスト総合点の底上げになった（私立大学１年・文系・男子）

4 位　模擬試験の活用
・自分の位置を知ることができた（私立大学１年・文系・男子）

・模試を解いた後は間違った問題をまとめたノートを作成し、復習していた（私立大学４年・文系・女子）

・模擬試験を受けたり、問題を解いてみることで出題方式も分かるし、自分の苦手な部分が明確に分かるので勉強しやすい

（私立大学１年・理系・女子）

5 位　得意科目を更に伸ばす
・苦手科目をカバーできるくらい得意科目を伸ばした（私立大学３年・文系・女子）

・数学が得意なので学年 1位を目標にした（私立大学１年・文系・理系どちらでもない・男子）

・得意科目である英語は応用問題を多く解いたりして、高得点を目指すようにした（私立大学２年・理系・男子）

6 位　塾・予備校（オンライン含む）の利用
・マンツーマンの授業で、自分にあった方法で勉強を進めた（私立大学２年・理系・女子）

・学校で分からなかった部分をしっかりと復習する（私立大学２年・理系・女子）

・自分のできないことを徹底的に教えてもらった（私立大学２年・文系・女子）

7 位　応用・演習問題
・とにかく数こなした（私立大学１年・理系・男子）

・何周も解いた（私立大学２年・理系・男子）

8 位　学校の教科書や参考書の利用
・再度教科書の読み直し（私立大学１年・文系・女子）

・世界史がなかなか覚えられなかったが、教科書や資料集をひたすら読んで流れを理解して、参考書の問題を繰り返し解いた

（私立大学４年・文系・女子）

9 位　市販の問題集・参考書の利用
・数学の問題を、単元ごとに振り返りました（私立大学４年・文系・女子）

・授業では分からなかったことや先生が説明しきれなかった部分を参考書で詳しく知って復習し直すという内容を行った

（私立大学１年・文系・女子）

10 位　勉強目標やスケジュールを立てる
・1週間で勉強する内容を決めて実行していく。その目標を友達と共有していた（私立大学４年・理系・女子）

・目標を立てて取り組むことで効率よく学べた（私立大学１年・文系・女子）

受験勉強の取り組み内容（私立大学進学者）

□アンケート期間：2021 年８月 2 日～８月 11 日
□回答者数：私立大学進学者 425 人
□回答方法：「受験勉強」として取り組んでいたことについて、以下の選択肢から、

当てはまるものを選んでもらいました（複数回答）
また、最も効果があった（やってよかった）と思う取り組み内容について、
フリーワードで回答してもらいました。



受験勉強の取り組み内容（早慶上智・GMARCH・関関同立 進学者）

JS インターネット調査「大学生アンケート」・集計結果

□アンケート期間：2021 年８月 2 日～８月 11 日
□回答者数：私立大学進学者のうち、早慶上智・GMARCH・関関同立 進学者 108 人
□回答方法：「受験勉強」として取り組んでいたことについて、以下の選択肢から、

当てはまるものを選んでもらいました（複数回答）
また、最も効果があった（やってよかった）と思う取り組み内容について、
フリーワードで回答してもらいました。

基礎を固める勉強

入試の過去問題に取り組む

模擬試験の活用

得意科目を更に伸ばす

応用・演習問題

勉強目標やスケジュールを立てる

苦手科目の克服

学校の教科書や参考書の利用

その他

通信教育・家庭用教材の利用
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54.6%

52.8%

51.9%

51.9%

50.9%

49.1%

44.4%

43.5%

22.2%

4.6%

市販の問題集・参考書の利用

4.6%

勉強アプリ・勉強動画の利用

塾・予備校の利用
（オンライン含む）

1 位　基礎を固める勉強
・できるだけレベルの低い教材から取り組み基礎を固めるようにした（私立大学２年・理系・女子）

・英語であれば、単語は前提知識として覚えた。その上で文法の理解や長文読解を行い、さらに理解を深めた（私立大学３年・文系・男子）

・英単語や英文法、世界史の一問一答などの基礎的な学習を繰り返した（私立大学３年・文系・男子）

・単語や語法などの定着（私立大学２年・文系・男子）

・問題集の基礎レベルをマスターする（私立大学３年・理系・男子）

2 位　入試の過去問題に取り組む
・センター試験と第 1志望の過去問を 10年間解き、それを教材に基礎固め・応用を図った（私立大学２年・文系・女子）

・各大学の問題の特色を意識して取り組みました（私立大学３年・理系・女子）

・志望する大学の過去問題を購入し、傾向と対策を把握してそれにあう勉強を心がけた（私立大学３年・文系・男子）

・赤本を入手して問題形式に慣れるように取り組んだ（私立大学４年・文系・女子）

・分からなくても取り敢えず解いてみて今後の勉強方法の指針を決める（私立大学１年・文系・女子）



JS インターネット調査「大学生アンケート」・集計結果

3 位　苦手科目の克服
・解いた問題の徹底的な復習（私立大学２年・文系・女子）

・苦手な科目の苦手な特定の分野の問題集に取り組む（私立大学３年・文系・女子）

・国語が苦手だったので、説明文の読み方をゼロから学びました（私立大学３年・文系・女子）

4 位　応用・演習問題
・主に学校で扱っているテキストではあるが、繰り返し演習した（私立大学２年・文系・女子）

・毎朝センターの過去問を解いてました（私立大学１年・文系・女子）

・YouTube にある難しそうな問題に取り組む（私立大学１年・理系・男子）

5 位　得意科目を更に伸ばす
・ゼミや講習に積極的に参加した（私立大学２年・文系・女子）

・英語が得意なので、さらに完璧に仕上げた（私立大学１年・文系・男子）

・生物が得意だったので、基礎固めの後に志望校レベル以上の問題を解き、安定して高得点をとれるようにした（私立大学１年・理系・男子）

5 位　市販の問題集・参考書の利用
・完璧になるまで同じ参考書をやり込んだ（私立大学４年・文系・男子）

・成績が上がった友達と同じ参考書を買って解いた（私立大学４年・文系・男子）

・レベルの高い参考書を完璧にした（私立大学４年・文系・女子）

7 位　模擬試験の活用
・いっぱい模試を受けて場慣れする（私立大学４年・理系・男子）

・自分が強化しなければならない科目や単元が明確になる（私立大学２年・理系・女子）

・学校で行うものから、予備校で受けられる試験なども利用して自分の現段階のレベルを図り、志望校との差を把握した

（私立大学４年・文系・女子）

8 位　勉強目標やスケジュールを立てる
・いつの模試までにどれくらいの点数を取るか目標を立てる（私立大学２年・文系・男子）

・スケジュール帳をつけるようにして、何時は何をやるなどを決めて勉強した（私立大学１年・文系・女子）

・今日やる勉強内容、その 1週間後に復習する内容、1ヶ月後に到達する目標を全て設定した。目標達成すると気持ちが良く、辛い受験勉

強を乗り越える励みになった（私立大学３年・文系・男子）

9 位　学校の教科書や参考書の利用
・学校で配布されたプリントや教科書の勉強（私立大学３年・文系・男子）

・繰り返し演習（私立大学２年・文系・男子）

10 位　塾・予備校（オンライン含む）の利用
・塾に通い勉強時間を確保（私立大学２年・文系・男子）

・予備校のオンデマンド授業や自習室を活用した（私立大学１年・理系・女子）

受験勉強の取り組み内容（早慶上智・GMARCH・関関同立 進学者）

□アンケート期間：2021 年８月 2 日～８月 11 日
□回答者数：私立大学進学者のうち、早慶上智・GMARCH・関関同立 進学者 108 人
□回答方法：「受験勉強」として取り組んでいたことについて、以下の選択肢から、

当てはまるものを選んでもらいました（複数回答）
また、最も効果があった（やってよかった）と思う取り組み内容について、
フリーワードで回答してもらいました。




